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保育士だからと言って、何でも知っているわけでは

ありません。また、子どもの質問に「教科書的な答え」

をすることだけが望ましいことではないでしょう。大

切なことは、そうした疑問をもとにして、子どもとど

のように心を通わせることが出来るかです。 

答えを知らなかったからと言って、保育士が子ども

から信頼されなくなることはないのです。むしろ、自

分が知らないことを隠そうとしたりすると、かえって

嘘をつかなくてはならないような場面に追い込まれて

しまうかもしれません。 

同じようなことは、保育士が間違ったことを言った

ときも当てはまるでしょう。間違ったことに気が付い

たら、ごまかしたりしないで「間違えちゃった。ごめ

んね。」と、素直に言えばいいのです。 

でも、そういう保育士ばかりではないでしょう。 

最近読んだ新聞の教育欄で「自信がない先生ほど、生

徒に対して虚勢を張ったり威張ったりしがちなもの」

と書いてありました。自分のミスを認めるには勇気が

必要です。 

人間はだれでも失敗することがあります。自分の失

敗に気が付いたとき、どのような態度をとるかに、そ

の人の人間性が表れてきます。 

保育の場は、先生が「いい格好」をするところでは

ありません。間違いに気づいたら、ごまかしたり言い

訳したりしないで、素直に「ごめんね。」と言いたいも

のです。そんな先生を子どもはきっと信頼し、慕って

くるのではないでしょうか。いつもやさしい心で人に

接し、相手の気持ちになって考え、正直で思いやりの

ある生活を続けていると、いつの間にかその心にふさ

わしい顔つきになります。自分のことは棚に上げて相

手に要求するだけでは、人間関係がぎくしゃくし、気

まずい思いをするものです。おおらかな心で一生懸命

に保育をしていると、子どもからたくさんのことを学

んでいることに気が付くでしょう。 

保育の正解は、子どもと先生がともに人間として学

び合い、成長しあう場と言えるのではないでしょうか。 
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令和 4年度に新規採用職員 38 名を迎えるにあたり、先日就業前説明会を開催、田澤理事長から、職員が「いきい

きしさ」を持って仕事をすることで、子ども、保護者もいきいきと元気になる。それが循環し、自分に返ってくる（「い

きいきしさ」、とは倉橋惣三さんの言葉です）そして、保育士として仕事をしていく中で、業務に追われるだけでなく、

勉強もしてくださいね。と優しく笑顔でお話されました。新しい職員としての一歩となる説明会でした。採用職員の

活躍に期待しています。 

令和3年度から採用に特化したホームページを公開し、おひさま保育園の職員と子どもの笑顔を配信してきました。

また、おひさま保育園の魅力を動画で配信することで、ホームページを見て、就職を希望し採用に至ったことは小さ

な成果です。新型コロナウィルス感染症の影響で学校訪問や実習も出来ない状態が続き、採用には苦戦したことも踏

まえ、今後も様々なツールを充実、活用し採用に繋げて行きたいと感じました。 

職員採用部会担当園長 

 

 

 

保育業界での ICT化が進み、おひさま保育園でも園児管理システム導入から 6 年が経ち、その間に、新たに保護者

との連絡ツール等新たなパッケージ型のシステムが主流となり、おひさま保育園でもシステムを見直し、パッケージ

型システムを導入します。このシステムは、保護者との情報の共有を目的とし、スマートフォンにアプリケーション

を入れることで、保育園の様子や成長記録を常に確認でき、連絡帳のやり取り、登降園の非接触化、休みや遅刻など

の申請が出来る為、連絡がスムーズになり、園と保護者の皆様とコミュニケーションの幅が広がると考えております。 

また、これらシステムの導入により、保育士の事務業務の負荷の軽減により、子どもとかかわる時間を増やし、更

なる「保育の質の向上」が望めるものと考えています。                                      

管理システム担当部会園長 

 

 

新園児管理システムについて 

令和 3年度職員採用活動について 
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誰もが知っている定番の絵本「ぐりとぐら」。あらすじは、野ねずみのぐ

りとぐらが 森を散歩していると、 大きな卵を見つけます。ぐりとぐらは、

カステラを作ることに。 2 匹の背丈くらいある卵をどうやって運ぼうか、

卵をどうやって割ろうか考えたりしながら、 カステラを作ります。最後は

いいにおいに誘われて仲間が集い、みんなで美味しいカステラをいただき

ました。 

この絵本を読んでいると、ぐりとぐらが一緒に作っている気になり、美味しいに

おいも感じられます。また、みんなで食べる楽しさも伝わってきます。日々の忙し

さで、食事を食べる、食べさせるだけになっていませんか？仕事と子育ての両立は

大変です。時には、上手に息抜き、手抜きをしてください。そして、お休みの日などゆとりがある時にお子さんと

一緒に「ぐりとぐら体験」はいかがですか？カステラまではいかなくても、ホットケーキミックス粉を使って、ホ

ットケーキやパンケーキ作りは楽しく、美味しいです。お子さんに粉と水（または牛乳）を混ぜてもらう、やけど

に注意しながら混ぜた生地をホットプレートやフライパンに垂らすのもドキドキわくわくの体験になります。自分

で作ったものは格別で、食欲も増し、「おかわり！」という声が聞こえるかもしれません。 

我が子 1 歳の誕生日ケーキは、ホットケーキをアレンジしたものでした。一緒に混ぜ混ぜして作ったケーキを嬉

しそうに頬張る顔は 30年以上経っても忘れません。保育園の 3 時のおやつでもホットケーキミックス粉を使った

手作りおやつが登場します。お子さんが気に入った給食おやつをご家庭で再現するのも楽しいですね。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊飯器で作る簡単バナナケーキ 

出版社： 福音館書店 
作：なかがわ りえこ 
絵：おおむら ゆりこ 

法人給食だより 

【材 料】大人 2 人分・子ども 2 人分 

 

・ホットケーキミックス粉 200ｇ 

・バナナ 3 本 

・卵 1 個 

・サラダ油 20ｇ 

・牛乳 30ｇ 

・砂糖 20ｇ 

【作り方】 

① 輪切りにしたバナナを炊飯器の底に並べ残ったバナナ

はフォークでつぶしておく。 

② ホットケーキミックス、卵、サラダ油、砂糖、牛乳を

混ぜる。 

③ つぶしたバナナを加え混ぜ、 

並べたバナナの上に生地を 

流し込む。 

④ 炊飯ボタンを押す。 
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リレー随筆 

もうすぐ卒園式。別

れと出会いと進級の準

備に入りました。この

仕事を始めて、何人の

子ども達と保護者と祖

父母の方と出会ったの

だろうと、今年もそん

なことを考え、ふと法

人えどがわに勤務して

もう 20 年にもなることに気付きました。最初に勤務

したのは葛西おひさま保育園、3 歳児 30 名の担任で

した。その時の子ども達はすでに就職しています。彼

らが大学生になる頃、通勤途中の駅で当時の保護者に

ばったり会い「先生！皆、大学に合格したよ！」「アル

バイトしてるよ！」「成人式！！」と数年間、彼らの様

子を聞くことが出来ました。そして、成人式を迎えた

彼らの写真を見せてもらった時には、涙が出ました。

20 年この法人に勤務したことで、成人した彼らの姿

を見ることが出来たのは、最高のご褒美でした。人だ

けではなく、いい話やいい言葉にもたくさん出会った

20 年でもありました。一昨年、理事長先生からご自

身が書き溜めていた園だより等をまとめた「吾亦紅」

という冊子を頂きました。その中に「子育てで大切な

こと」幸せのはひふへほ「は」はんぶんでいい「ひ」

ひとなみでいい「ふ」ふつうでいい「へ」へいぼんで

いい「ほ」ほどほどでいい。これくらいの気持ちで子

育てすればきっと幸せになります。無理をしないで子

育てを楽しんでください。とありました。「これくらい

の気持ち」を私も意識しながら、これからも色々な出

会いを楽しみたいと思います。 

新田おひさま保育園園長 藤ノ木博子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさまの声 

「子供にとっての秘密基地-おひさま保育園」 

「○○せんせーい!!」ある日お迎えに行くと、年長組の園児が担任の先生に駆け寄っていって抱きついていました。と

ても心がほっこりしました。息子は１歳クラスから入園しましたが、好きな先生の名前を聞くと、いつもクラスの担任

の先生の名前が挙がり、毎日クラスの先生と楽しく過ごしているのだな、と感じてきました。冒頭のエピソードからも

園児達が先生方を「大好き」という気持ちと「信頼」していることが伝わってきます。いつも一緒にいる家族の他に大

好きな先生が保育園には居てくれる。保護者の立場としては、これほど安心して預けられる場所は無いと思います。そ

のような環境を作ってきてくださった保育園の先生方に感謝し、小学校へ行っても素敵な出会いがあることを願ってい

ます。                                      春江おひさま保育園より 

息子はこの春、おひさま保育園を卒園して小学生になります。保育園に通った日々を思い出すと、その日の子どものエ

ピソードを楽しそうに伝えてくださる先生方のお顔がまず浮かんできます。まだ保育園に通い始めて日も浅い頃、とて

も驚いたことは、担任の先生だけでなく、保育園のほぼ全員と思われる先生方が、子どもの名前を覚えて声をかけてく

れていたことです。あぁ保育園全体で子どもを見てくれているんだなぁと、とても安心した気持ちになりました。さら

には、父母の顔だけでなく、時々送迎をお願いする祖父母の顔まで覚えてくださり、どれだけ温かい気持ちになったこ

とでしょう。毎日先生やお友達に明るく迎え入れてもらって過ごした５年間。その日々を糧に、元気いっぱい新しい世

界へ進んでいってほしいなと願うばかりです。                   小松川おひさま保育園より 

4 月より法人・各園のホームページがリニューアルします。みなさまに「おひさま保育園の魅

力」をたくさん伝えていきたいと思います。楽しみにしていてください。 


